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激
姐
出
土
漢
蔵
封
昔
の
材
料
マ
ふ
叫
鏡
マ
;
の
比
較
（
其
一
）

近
時
、
漢
字
古
音
の
研
究
が
漸
次
學
界
の
興
味
を
惹
く
に
至
り
し
こ
ぐ
J

は
、
喜
ぶ
べ
き
現
象
で
あ
る
。
欧
洲
に
於
て

は

Pelliot
氏

Karlgren
氏
等
の
敬
服
に
値
す
る
研
究
の
登
表
あ

b
、
支
那
に
於
て
は
、
呉
承
仕
、
黄
侃
氏
等
の
有
盆

な
る
新
研
究
が
、
牌
に
其
の
功
を
牧
め
ん
マ
J

し
て
居
る
0

然
れ
ざ
も
此
等
の
研
究
は
、
多
く
は
廣
韻
切
韻
等
を
基
マ
J

し

て
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
少
な
く
ご
も
昔
標
文
字
を
以
て
記
さ
れ
た
る
材
料
を
主
マ
J

し
て
行
は
れ
た
も
の
で
は
な

ぃ
°
無
論
此
等
の
材
料
に
よ
っ
て
の
検
討
が
、
非
常
に
有
盆
で
あ
る
事
は
、
言
を
侯
た
ざ
る
所
で
あ
る
が
、
も
し
昔
標

文
字
を
以
て
記
さ
れ
た
る
古
き
確
宜
な
る
材
料
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
其
の
結
果
↓
ぜ
確
か
め
、
そ
の
闊
漏
を
補
ふ

こ
9

ぶ
が
出
末
る
な
ら
ば
、
こ
の
企
も
亦
意
義
あ
る
こ
マ
J

マJ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
0

此
の
意
味
か
ら
見
て
、

一九
0
入
年

Pelliot
氏
に
よ
っ
て
、
激
煉
の
千
佛
洞
か
ら
硲
見
せ
ら
れ
た
、
漢
字
マ
J

西
蔵
文
字
マ
J

を
割
記
し
て
、
そ
の
昔
を
示
し
た

る
千
字
文
の
晰
片
ゞ
―
'
同
じ
(
S
t
e
i
n
氏
に
よ
っ
て
痰
見
せ
ら
れ
た
る
同
様
の
金
剛
親
、
阿
禰
陀
純
の
断
片
マ
J

は
、
又
マ
J

緒

言



得
難
き
貴
重
な
る
材
料
マ
J

言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
0

千
字
文
の
晰
片
は
利
田
博
士
の
登
表
に
よ
っ
て
、
そ
の
模
様
を
知
る
こ

9
J

が
出
末
る
が
、
他
の
二
種
に
至
っ
て
は

F.
vV. 
rrhornas

氏
等
の
手
に
よ
っ
て
、
既
に
羅
馬
字
に
書
換
へ
ら
れ
た
の

を
T
h
e
J
o
u
r
n
a
l
 of 
t
h
e
 
R
o
y
a
l
 
Asiatic 
Society, 
L
o
n
d
o
n
 (
J
u
l
y
 1
9
2
6
,
 
A
p
r
i
l
 1
9
2
7
,
 
O
c
t
o
b
e
r
 1
9
2
7
)
 
~
i
.
J
.
J

に
目
～
る

こ
9
J

を
得
る
の
み
で
、
そ
の
寓
異
の
一
行
さ
へ
も
見
る
こ
マ
J

が
出
来
な
い
0

こ
れ
は
我
々
研
究
者
に
マ
J

つ
て
は
遺
懺
千

萬
な
こ
マ
J

で
あ
る
0

此
等
の
材
料
は
皆
唐
代
の
も
の
で
あ
る
"
t
J

い
ふ
こ
マ
J

で
あ
る
3

本
来
な
ら
ば
、
其
の
材
料
の
研
究

が
今
少
し
く
詳
密
に
行
は
る
べ
き
で
あ
る
が
、
―
―
一
種
の
中
二
種
は
全
然
そ
の
保
さ
へ
も
細
る
こ
マ
J

が
出
末
な
い
'
t
J

い
ふ

有
様
な
の
で
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
は
他

H
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
0

そ
の
三
種
に
於
て
、
そ
れ
／
＼
重
複
せ
る
も
の
を
比

較
し
、
且
共
通
で
あ
る
べ
き
諸
貼
に
就
い
て
注
紅
セ
彿
へ
ぱ
、
多
く
の
類
似
姑
ヤ
後
見
す
る
こ
ご
が
出
末
て
、
ほ
ぼ
同

時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
'
y
J

は
推
知
せ
ら
る
/I
0

此
等
一
一
一
種
の
材
料
中
に
合
ま
る
A
文
字
の
数
は
約
八
百
で
あ
る
。
字
敷

多
か
ら
ざ
る
懺
は
あ
る
が
、
よ
く
代
表
的
の
文
字
が
網
羅
せ
ら
れ
て
居
る
こ
マ
J

は
研
究
上
甚
だ
多
く
の
便
盆
を
得
る
。

ニ
慨
あ
る
國
語
の
後
昔
を
他
國
の
文
字
に
因
つ
て
寓
す
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
困
難
こ
の
上
も
な
い
こ
ご
で
、
如
何
に
精
確

に
寓
し
得
た
ご
す
る
も
、
そ
れ
は
畢
逹
比
較
的
の
こ
マ
J

で
、
絶
到
に
そ
の
通

b
に
マ
J

い
ふ
こ
マ
J

は
望
む
べ
く
も
な
い
。

子
昔
に
於
て
は
か
な
り
近
い
9
J

こ
ろ
ま
で
寓
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
微
妙
な
る
韻
尾
に
至
っ
て
は
、
殆
v
<

」
、
不
可

能
'
t
J

い
つ
て
い
＞
か
も
知
れ
ぬ
0

こ
ご
に
そ
れ
が
、
槃
昔
學
上
の
知
識
も
無
く
、
富
音
上
の
工
夫
も
積
ま
れ
て
居
な
い



甲
、
頭

（

一

）

本

論

昔

古
代
の
場
合
に
於
て
は
、
術
延
の
こ
こ
で
あ
る
0

が
そ
れ
か
マ
J

い
つ
て
決
し
て
こ
れ
を
捨
て
る
諄
に
は
行
か
な
い
。
そ

れ
は
そ
の
大
憫
を
こ
れ
に
よ
っ
て
窺
知
し
て
、
夏
に
本
末
の
形
を
考
へ
、
髪
化
の
迩
を
追
ふ
こ
マ
J

が
出
末
る
か
ら
で
あ

る
0

私
は
今
此
等
の
材
料
こ
、
時
代
の
上
か
ら
見
て
あ
ま
b
遠
く
隔
つ
て
居
な
い
韻
鍼
マ
J

を
比
較
し
て
、
そ
の
異
同
を

見
た
い
ご
息
ふ
0

そ
れ
は
此
等
一
一
一
種
の
年
日
が
北
方
の
訛
昔
ご
し
て
斥
け
去
る
べ
合
も
の
で
あ
る
か
ざ
う
か
ご
の
見
常
も

つ
く
し
、
又
時
代
的
地
方
的
の
差
異
も
朧
げ
な
が
ら
見
る
こ
"
t
J

が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

本
論
文
に
於
て
は
未
だ
何
等
掘
ま
っ
た
結
論
を
出
さ
な
い
0

も
し
結
論
を
急
げ
ば
、
何
等
か
の
形
に
於
て
、
何
等
か

の
こ
"
t
J

を
言
ひ
得
る
だ
ら
ら
う
け
れ
ざ
も
、
こ
れ
は
余
が
漢
字
昔
研
究
ー
昔
標
文
字
に
よ
る
ー
の
一
部
た
る
に
過
ぎ
す

し
て
、
未
だ
こ
の
僅
少
な
る
材
料
に
よ
っ
て
、
想
像
の
部
分
多
き
結
論
を
出
す
必
要
を
認
め
な
い
か
ら
で
あ
る
Q

韻

鏡

マ
J

の

比

較

以
下
韻
鏡
の
暦
昔
．
舌
昔
、
牙
音
、
歯
昔
、
舌
箇
音
の
序
に
順
ひ
、
各
字
栂
の
下
に
、
―
―
一
種
材
料
中
の
文
字
を
配
し



屑
音

門＿ 141412-12 5:-1韓
本背杯補布彼碍

(
1
)
精
母

一

千

字

文

I
 

p
i
 

p
a
l
 

b
a
'
i
 

-Pou 

p
u
,
 
p
'
u
 

h
p
h
u
 

p
l
 
p
e
 

上

混

、

布

付

切

去

除

、

補

妹

切

平

灰

、

布

岡

切

上

姥

、

博

古

切

去

暮

｀

隙

故

切

上

紙

、

補

委

切

平

支

、

彼

鯰

切

金

剛

翻

一

阿

禰

陀

紐

一

反

切

(
P
)
に
屈
す
る
文
字

（
字
母
の
ロ
ー
マ
字
は
主
ご
し
て
大
矢
透
氏
の
韻
鏡
考
に
従
ふ
0
)

ぱ
、
こ
れ
を
一
致
せ
し
む
る
こ
マ
J

も、

ー ー ー ー ー 3
 
3
 

P
竺

n
p
e
 

p
e
i
 

p
u
 

p
u
 

屯 p
e
 

一

等

位

一

現

代

晋

附
す
る
に
廣
韻
の
反
切
を
以
て
し
て
、
そ
の
異
同
セ
検
す
る
こ
"
t
J
"
t
J

す
る
0

こ
A

に
甚
だ
煩
雑
に
堪
へ
な
い
の
は
、
千

字
文
ご
他
の
二
種
マ
J

が
、
そ
の
窃
昔
法
を
異
に
す
る
貼
で
あ
る
。
も
し
一
一
一
種
の
材
料
を
悉
く
見
る
こ
マ
J

が
出
末
る
な
ら

さ
ま
で
困
難
な
こ
ご
で
な
く
、
且
、
其
方
が
便
宜
も
多
い
繹
で
あ
る
が
、
ま
だ

見
ぬ
材
料
に
よ
っ
て
之
を
な
す
は
危
険
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
已
む
を
得
す
各
登
表
者
諸
氏
の
寓
昔
法
を
其
儘
に
用
ふ
る

こマ
J

ご
す
る
。
又
こ
A

に
學
げ
た
る
反
切
は
廣
韻
を
主
ご
し
、
類
隔
の
も
の
は
磨
光
韻
鏡
の
定
む
る
所
に
従
ふ
。

四



平
消
．
卑

i

入
陪
、
博

平
尤
｀
甫

入
職
、
彼

入
線
、
博

右
に
就
い
て
見
る
に
、
背
俺
の
二
字
が
並
母
(
b
)
に
呼
ば
る
A

マJ
、
補
字
が
、

hp[
を
以
て
呼
ば
る
A

マJ
を
除
く
外
他
は

悉
く
(
P
)
で
、
韻
鏡
の
頭
音
ご
相
一
致
し
て
居
る
0

背
飽
の
二
字
中
、
背
は
蒲
昧
切
の
場
合
は

並
屈
に
呼
ば
る
A

も
無
理
で
は
な
い
0

補
字
の
現
代
昔
は

も
の
は
、
今
H
な
ほ

P
を
以
て
残
っ
て
居
り
、
加
の
も
の
は
、
今
H
で
は

f
又
は
W

に
襲
つ
て
居
る
。
（
下
表
参
照
）
，

さ
す
れ
ば
、
今
H

P
を
以
て
残
っ
て
居
る
貼
、
及
び
補
字
を
反
切
の
父
字
マ
ニ
す
る
文
字
が

P
を
そ
の
頭
昔
マ
J

し
て
居
る

42 42 37 83 33 33 25 25 23 23 23 

百

＾ 伯ヽ
℃々て '0 o• 
侭 品百 C¥) 8 

北 逼 不 井 兵 飽 賓 I、編 邊

p
5
p
'
u
 

p
i
g
 

p
a
r
 

p
y
a
n
 

p
u
g
 

p
u
 

pe~n 
p
y
a
n
 

p
,
y
e
n
 

平
庚
、
補

pu
で
あ
る
0

而
し
て
こ
れ
等
材
料
中

墨 側 鳩 陪~ 盈

切 切 切 切 切

明

切

上

巧

．

博

巧

切

上

皓

、

博

抱

切

入

監

、

博

抜

切

去

霰

、

卑

見

切

平

先

、

卑

眠

切

ー 3
 
3
 
2
 
4
 
3
 
2
 

2
 
4
 
4
 

五

pei,po 

p
l
 
p
u
 

pai, p
o
 

p
i
n
g
 

p
i
n
g
 

p
a
o
 

p
a
o
 

p
a
 

p
1
c
n
 

p
1
e
n
 

P
の
頭
平
日
を
有
す
る

(
b
)
 で
あ
る
か
ら
、



13 32 6 6 4 轄

陛傍 比 枇 疲
ヽ

＾ 耽 皮
ヽ

尻 g z: 阿 百 千
字

文

金

剛

純

ご 阿
ー・ 禰

陀
綽

上脊、 唐平、
平 平 2p- 反
脂 脂支. ヽ ヽ

傍 歩 頻 歩 罰i

證 光 脂脂 慶

切 切 切 切 切 切

4 I 4 4 3 
等
位

芦 > 芦 て 屯 現

百::, 代

四

音

(3)並屈(b)に屈する文字

33 28 4 韓

烹頗醤

筋

て百3 予 千

字

文

て3
金

ざ．
剛

網

阿
禰
陀
網

孔i 平 J: 反
庚.文,； 買
普榜 匹

庚 禾 賜

切 切切 切

等
l I 4 位

て マ ""・ 現n》

゜
枷・

品

代

君

(
2
)
榜
趾
(‘p)
に
島
す
る
文
字

し‘
か

゜

貼
等
を
併
せ
考
ふ
れ
ば
、
恐
ら
く
補
字
も
亦
P
を
以
て
正
昔
ご
し
、
之
を
訛
し
て

hP
の
如
く
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
ま

-亀/‘ 
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滅蜜茂睦

24 12 33 29 15 14 24 

敗 菩
（
蒲
）

白 杷 弊 陪
（
翡
）

弁
（
下
）

)
b
y
a
r
 

＿

千

字

文

金

剛

親

」

ー

阿

禰

陀

糾

IR

一

一

入

屋

｀

葵
一

去

候

、

莫

入
質
畜
漏

入
蒔
．
亡

b
b
y
e
r
 

'
b
i
r
 

'
b
u
 

韻
鏡
並
母
に
局
す
る
も
の
は
皆
(
b
)
を
以
て
窺
さ
れ
て
居
る
。
而
し
て
此
等
は
後
世
に
至
り
て
は
(
P
)
又
は
（
村
）
'
y
J

な

つ
て
居
る
0

反
切
の
父
字
の
表
中
に
見
ゆ
る
も
の
は
皆
そ
の
頭
昔
は
(
b
)
で
あ
る
。

(
4
)
明
母
(

m

)

に
屈
す
る
文
字

b
u
g
(
?
)
 

b
a
^
 

be• ba• by~n 

b
u
 

b
i
g
 

<

列

切

畢

切
侯

切

↓ヽ
J

ノ

切 切

入

未

、

蒲

撥

切

平

模

．

悲

胡

切

入

陪

、

傍

阻

切

平

麻

、

荊

巴

切

去

祭

、

砒

祭

切

平

灰

、

薄

回

切

去

線

、

皮

愛

切

等
位
〕
＇
現「mu 

rnao 

llll 

/
 m
i
e
h
 

4
 
4
 
ー 3
 

ー ー 2
 

ゥ】 4
 
ー 3
 

七

p
o
 

p'u 

pal 

p
a
 

p
l
 
p
"
e
1
 

p
1
e
n
 

代

音
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）
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u
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―

)ba

目

―

'bug

窯

'
'
b
i

磨
（
隊
）
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b
a

牟

一
妙

―
面

'
m
y
a
n

綿

m
y
e
n

勉

1

m
y
a
n
 

眠

―

m
y
a
n

雙
茫
）

mo
．
 

明

m
e
n

盟
（
明
）
m
e
~．
 

孟

m
a
n

銘
（
冥
)
]
n
e

迎 門

h
b
u
 

h
b
 
•ehu )
 

b
a
 

去
諄
｀
莫

平
青
、
其

紐

切

更

切

平

消

、

眉

兵

切

平
唐
、
莫

平
消
、
眉

兵

切

耶

切

平

先

、

莫

贄

切

上
禰
．
亡

辮

切

平
先
、
禰

延

切

去

線

．

禰

箭

切

去

笑

、

蒲

笑

切

平

尤

、

莫

浮

切

平

文

、

莫

婆

切

去
至
、
禰

入
屋
、
奨

↓ヽ
J

/

 

平

文

、

奨

婆

入

椋

｀

葵

北

入

覺

、

莫

角

平

魂

、

莫

本

切 切切切切切

4
 
2
 
3
 
3
 
ー 4
 
3
 
4
 
4
 
4
 
3
 
ー 4
 
3
 
ー ー 9

1
 
ー

m
m
g
 

rn/!ng 

m
e
n
g
 

m
m
g
 

m
a
n
g
 
．
 

m
i
e
n
 

m
i
e
n
 

m
i
e
n
 

m
i
e
n
 

mta'.> 

mou 
mo 
m
e
1
 
mu 
lllu 
mo 
mo 
m
e
n
 
八し
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非装法弗分

斐^、—‘髪^ ‘ 

1苓巳 1茎日 § 千
字

文

'0'::̂ . ,1-:::::=, :; 月ごてe:でg. 門Zロ̂っ口口O 金
剛

鯉

l てゞ~..:口9.<-プ•i 芦”己ごてlloゴ”！ "'Pご~ I こ;o'. ご... 目
旦

平入入入平 反

懲 月‘乏`物‘文‘ 
甫方方分府

徴伐乏勿文

切切切切切 切

s 8 3 3 3 
等
位

;!..., • ” .... p 日~ : 苔 現

代

音

(
5
)
非
母
(
f
)
に
屈
す
る
文
字

は
英
語
の

hour,
h
o
n
o
u
r
等
の

h
に
営
る
。
）

T
h
o
m
器
氏
の
（
hb
＿
)
に
よ
っ
て
表
は
さ
る
A

文
字
"
y
J

、

は
さ
る
A
文
字
ぐ
J

が
、
韻
鏡
の
明
母
即
ち

m
に
屈
す
る
こ
マ
J

に
氣
附
く
0

こ
れ
等
は
現
時
の
北
京
昔
に
於
て
は
皆
m
セ

以
て
示
さ
る
A

こマ
J

上
記
の
通
り
で
あ
る
。

33 3 33 

命鋭名

＾ 途`ー、

I、匹-日mごマ四3” 四日0 rゞ-日・・ヽ―ヨ<> ̀  

;5 クー・.9、gB-• ~mB -;:B /-.B 『:・..5 月" 

！． 
去入手

敬、覺、沿、

眉莫煽

病角井

切切切
--—· 

5 2 4 

匹日a・ ;.0 3・ (/(l s日・ 

m
に
よ
っ
て
表

右
、
畢
ぐ
る
所
に
握
り
て
見
れ
ば
、
材
田
博
士
の
（
も
）
、
（
り
は
西
蔵
字
の
語
頭
語
尾
に

D
g
氏
の
用
ふ
る
h‘

薇
昔



22 10 20 37 韓

煩 肥 潰 締

芭

『 ご．

＇ 
巨 千

字

文

金

肩l

親

＇『 目
旦

平 2ド 平 上 反
元 微文 有
ヽ

｀ 
ヽ ヽ

附 符 符 房

哀 非 文 久

切 切 切 切 切

8 8 3 3 
等
位

.... p z す 宕...., ＝ ..., 現
| 

代

醤

(
7
)
奉
母
(

V

)

に
麗
す
る
文
字

一

韓

一

千

字

文

一

金

剛

網

一

阿

禰

陀

綽

反

＿1覆（錢
）

□
1

屯
u

：屋、芳
祗

(
6
)
敷
母

(r)に
屈
す
る
文
字

る
も
の
が
韻
鏡
に
於
て
非
屈
(
f
)
マJ

な
っ
て
居
る
。

1 Sl 

禍方

．
 

h
b
v
a
n
 

I
 

p
u
g
 

平
陽
畜
府

入
職
~
方

六 瓦

切

「

等

位

｀

ー

切

fu

3
 

此
類
に
馬
す
る
も
の
は
、
西
蔵
文
字
を
以
て
の
繹
出
甑
々
に
し
て
一
定
せ
ぬ
が
、
大
骰
に
於
て
は

Ph-F
を
以
て
示
さ
る

切切

3
 
3
 

fu 
fang 
1
0
 代

昔
I,  



22 12 20 10 韓

晩務勿微

P こo、9 Cc • o 二-- <`←o： `  .• • 千
字

文

金

剛

網

目
旦

上去入平 反
阪、遇、物、微、

無亡文無

遠遇弗非

切切切切 切

3 8 3 8 
等
位

！ 旦 苔 §. 現

代

云a 

(
8
)
徴
母
(VI)
に
屈
す
る
文
字

る。一
一
種
材
料
中
の

22

飯

20

佛

ー
＿
伏

1

復
（
伏
）

41
一
梵

37

阜
（
婦
）

12

扶
（
符
）
こ
官

b

を
以
て
示
さ
る
>
も
の
が
、
韻
鏡
に
於
て
は
V
'
t
J

な
っ
て
居
る
。
其
他
の
例
は
極
め
て
少
敷
で
あ

b
l
n
 

------'-- •一―..•一＾m -
,口. o o• 
er.E a 
ロ四 ... 
四

b
a
r
n
 ．
 

h
o
u
r
 

；
上
有
、
房

平
虞
畜
防

去

梵

、

扶

泥

入
屋
、
房

入
屋
、
房

無 久 六 六

切切切 切 切

入

物

、

符

弗

切

上

茄

、

扶

晩

切

3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 

fu 
fu, 
f
o
u
 

fan 
fu fu fo 

I
 

fan 



此
等
の
場
合
に
於
て
の
hb
一の
h
―が、

hg
ー
の
場
合
の
h
j
の
如
く
、
一
種
の
鼻
昔
（
疑
栂
の
條
参
照
）
で
あ
る
か
如
何
か
、

私
は
今
明
確
な
る
断
案
を
下
し
得
な
い
の
で
あ
る
が
、

hb
が
m
マJ
な
り
、

明

hb,'b,m 

ーマー
↓ 
m 

,＞
m
 

ヽp
 
‘, 

b

I

v

b

I

Y

'

 

官・

1

並

h
 

労

P
'
>

甘

↓

＞

ヽ

``‘‘ 

p
 

b
 

微
ぃ
’
↓

vn,YW

h
 

h
 

奉

hb9-iー

v
>
1
Y
f
（
大
部
分
は
b
)

敷

h
p
i
1
>
ヤ
ー
＞

f

（
一
例
）

窯

P
I
V

P
I
V
 ]) 

h
 
I
V
f
,
>
f
 

p
 

ヽ

ヒT
'

 
p
 

此
類
に
入
る
も
の
は

t
及
hb
の
も
の
で
あ
る
。
以
上
畢
げ
た
る
諸
例
を
概
括
す
れ
ぱ
大
騰
に
於
て
、
次
の
如
く
す
る
こ

三
種
ー
韻
鏡
＇
現
代

マJ
が
出
末
る
。

1

一
一
種
ー
韻
鏡
ー
現
代

（
異
例
梢
々
多
し
）

VIマJなるマJいふが如き事宵註。何等か

31 12 22 

網無萬

I ロ::,'o I ロロr:,'o[ ごP ::,' o•• 

1『.

上養` 平虞 去、願ヽ
文武無

雨夫販

切切切

3 8 8 

品岳
g g 乏



＝ 

の
＾舌暗l 二- 一

.._,日ホ

端を
18 39 23 23 42 42 42 40 31 27 23 l I韓母興

rヽ ヘ
敦耽丹典徳等燈拍賞多顛東！ -t / て

にく
昴れ

つa0~.,3 口~~—;:, ~ P ← --9 る
るも
文の
字ご

ざz 匹;;. :::-::,．. :::-::,. • C に日卜;;。ご・ PC 金 ぃは
剛 ね
親 ば

西←* 日F．`g... • ッ^  g 5 g g. I阿 fi
....媚
ぢ 陀ぬ
・親。

平魂、• 平草、 寒平、 去翰、 入榛、 上等、 平登． 平該、 唐平． 歌平、 平先 平束ヽ 反
都丁都多多多都都都得都穂

昆含寒珍則肯膝甘郎何年紅

切切切切切切切切切切切切□］
1114  1 1111  l 4 l 胃
§̂ ~ ... g... ぢロ の... ≫ 四宮... 匹宮.,.. g - 匹g_,.. o ... ...g;;l. ,jq g... 現

代

手＂ 



金剛純の士(do)の外、皆tthを以て宴されて居る。．）

40 23 17 27 14 12 I轄
塔歎天他退土

楊^  ヽ
I巴s-乏 I;.0 千

字

文

g c -n IP -;:,- g 金
剛

鯉

’ ... ;:lロ'~口... 口n < .... ロq、,.0 ロ 阿
禰

旦

釜入 去翰 平先 歌平 去隊姥J: 反． ． ヽ
｀ 
ヽ ． 

吐他他託他他

蛮丹前何内魯

切切切切切切 切

1 1 4 1 l 1 等位

,...p • g,.,.・ ,舌っ~· i ,.,. ー←£~ ・ ←£ 今 現

代

昔

大多敷は韻鏡ご一致するのであるが、最後に列したる四字が(d)を以て寓されて居る。

(2)透母(>)に局する文字

23 35 35 18 25 14 

且嫡 的 頓 倒 蜀

官
e 0., 
図 日・會四ー・ 西・

I臣

翰去 入錫． 入 息去 上皓 去

ヽ錫‘‘`  墜
得 都 都 都都 都

案 歴 歴昆 皓 隊

切 切 切 切 切 切

1 4 4 1 1 1 

百 :::r. ー・ 百 g 巨 一
四



{
3
 

五

23 12 35 37 13 25 23 23 15 13 12 1 1 I 1 韓

但塗庭投殆道田 逹 大 弟 杜 獨 桐 洞 動

＾ 芭 ＾ ^  藷ヽ顕馳
書ヽ

p 0 o (1> 0 P-2  屯 白 月 合 象 ロ20 ・ロ20 ・ 象 千：： -・ 
＾ こ 字
..,, 文

e.』
，厚 金

1合 ~. 
剛

鯉

g Iゴ 合 合 阿g 満

且
上平平平上海 上平入 棗 上 上 入

平 去 益 反旱、虞背、尤、、皓、先、掲． 脊 峙 屋 東 送ヽ ヽ ヽ ， 

｀ `  徒同特度徒徒徒 唐 徒 徒 徒徒 徒 徒 徒

旱郁丁侯亥皓年 割 薇譴 故 谷 紅 弄 棲

切切切切切切切 切 切 切 切 切 切 切 切 切

I I 4 1 l l 4 l I 4 l I ］ 1 l 
等
位

s ロ ... = ． .... ^  ... ・ ”•• •• ・ ., ←0 z ... .::1> • s 芦 :::-. 日 ロロ 品: 』』 現四s・ "' 
§ 

代

昔

）
定
母
(
d
）
に
属
す
る
文
字



13 43 39 39 39 31 27 25 23 2 

乃能納念南謳那脳難農

＾ 僻し→一a
g 

＇ 
g §. 

I :r'I口

＇ 
g 日 : § I z q =•ロo←.、・ ・

lo., sロ_・.．I→ 5 g:,-. i けロn口z:,-'ト~ I ； ＂ ゚t:l" 

海上、平入去平平歌平、 J::皓、 平平
登．合、棒.稟.唐、寒、冬、

奴奴奴奴那奴諾奴那奴

亥登答店告賞何皓千冬

切切切切切切切切切切

1 1 1 I I 1 l l 1 l 

5にぃl・ぬn こq ロ8 ロz9 a) • ョごシ u: 己にcil 且
昔゚
ニロP 匹ロご口

>»

＾ 

4 

韓

千

字

文

）泥母(n)に局する文字

金・

剛

鯉

阿
禰

旦
反

切

等
位

現

代

年n 

I3 12 12 27 

岱圏 度 施

＾ 易.__,t 
白 § 

-- - --

g 

I~ 

去平去驀 平
代虞 歌、、、

徒 同 徒 徒

耐 都故 何

切 切 切 切

4 l l 1 

5 芦 s 5 
ー，，ヽ



こ
の
類
に
厠
す
る
も
の
は
、
敵
昔
照
母
肱
母
の
如
く
寓
さ
れ
て
居
る
。

一七

3 37 24 3l. 6 l 4 l韓
薩聾韓帳致 中知

邑

｀ 屯c・ ロヽの乏• §. 千

字

文

g ニ・ 9. 金

剛

鯉

ニく`P・しくロ9)・・ g 2. g. •阿

禰

旦

去詳 宥去̀ ーI:: 去濠‘ 去 平 平 反禰 至東支ヽ冨、、、
捗捗 捗知 陵 捗渉

降救兌亮里 弓 離

切切切切切切切 切

8 3 8 8 3 8 8 
等
位

』t ロロ0ロゃ u；0 ロ: q コ
c ロ庄 具o ロ 拿

現

代

音
~• ← 

(
5
)
知
栂
(
t
.
)
に
属
す
る
文
字

も
の
が
見
ら
れ
る
。

上
例
に
就
い
て
見
る
マ
J

、
既
に
n
"
t
J

な
っ
た
も
の
マ
J

、
未
だ
完
全
に
n

マJ
な
b
了
ら
な
い
、

d
か
ら
n

へ
の
過
渡
期
の

．． 

35 14 

l 

寧内

I s 、
" o、

゜

| / ~ 

平去
行隊、、
奴奴

丁 劉

切切

＇ 
4
 
ー

ne1, 
n
a
 

n
i
n
g
 

→ 9 」,9 9 9. 99, 9 9 9 9 9, 



8 33 42 31 31 8 3 韓

持 宅 直 著 長 治 濁
治ヽ
、ーノ

=：： 品̀． 苫 ゜ 千巳．

字

文

し品一・ しぎ・・ 金

?;̀. ‘ 剛

網

ョ̀＂． ・
0`月・ 阿
禰

旦
平 入 入 入 4i ，，入反
之 陪 臓薬 陽 之、覺、

｀ 
ヽ ヽ ヽ ＂ 

直 “} 除 直 直 直直

之 伯 力 略 瓦 之 角

切 切 切 切 切 切 切 切

3 2 3 3 3 3 2 
等
位

o ,:;ロ;:,". ..-c = " ・ g g 号 度 g 
現

5 尻
乙゚一 号 代

-;::r • 

昔

(
7
)
澄
肋
(
d
.
)
に
厩
す
る
文
字

こ
の
類
は
ほ
ゞ
臨
―
平
日
穿
母
マ
J

同
様
で
あ
る
。

42 37 2 韓
| |＿1 
勅抽寵

一

千

字

文

金

剛

網

一

阿

瀾

陀

料

一

反
上
腫
、
丑

c
h
u
n
 

c
h
'
e
u

平
尤
、
丑

c
h
i
g

入
職
、
恥

カ 鳩 瀧

代

昔

(
6
)
徹
母
(
t
.
)
に
麗
す
る
文
字

切切切サJ
| --＿, 

等
3 3 3 位

| -l  

g g g 現
舌含 -g

匹

一
入



23 !韓
見

I 
ー，―-一
『千
I字

文

ご金
で

己剛

網

矛阿
z 瀾

旦
―-I―l 去反
霞
古

(
1
)
見
肋
(
k
)
に
厠
す
る
文
字

牙
昔

る
。

，
 

6

尼

1
1
女

(
8
)
嬢
母
(
n
.
）
に
厩
す
る
文
字

31 4
 
8
 

腸 臆 値

千

字

文

一

金

剛

網

阿

禰

陀

網

一

反

，
 

、
女

h
d
i
 

h
j
i

平
脂

h
j
i

上
語
、
尼

tー・ ー`・o -•. 
炉

電 呂 爽

平

陽

、

直

瓦

平

支

．

直

離

去

志

、

直

吏

切
一
等
位

T
現
．
 

切
―

c
h
i
e
n

4
 

切
：
等
位
「
現

切

n
i

切

n
a

8
 
8
 

一
九

代

晋
I I 

代

昔

治
は
dS
の
頭
背
セ
有
し
て
居
る
が
、
そ
の
字
子
た
る
持
は
・
J

で
あ
る
0

治
字
を
除
く
外
す
べ
て
．
J

を
以
て
寓
さ
れ
て
ゐ

1切切切

3
 
3
 
8
 

ch•ang 
c
h
^
i
h
 

c
h
i
h
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28 :c!7 25 23 17 17 13 
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果 歌高堅巾根難

11 

，
 

7
 
6
 
2
 
2
 
2
 
ー

、
1 ー
--
1' 
l 

居 機 記 飢 告 供 恭 蝦 公 貫 功

k
a
'
 

k
'
e
u
 

k
y
a
n
 

ぼ
n

k
y
e
 

k
l
 
k
i
 

k
i
 

k
o
g
 

k
o
?
 ．
 

k
o
n
 ．
 

k
o
n
 

k
v
a
 

k
i
n
 

k
e
h
i
 

k
e
h
u
 

ァ r
ロ Cニ・ ::,. • ko

n
 

．
 

百
n

上

果

、

古

火

切

干

歌

、

古

俄

切

平

豪

、

古

努

切

平

先

、

古

賢

切

平

員

、

居

銀

切

平

痕

、

古

痕

切

平

齊

、

古

羹

切

平

魚

、

九

魚

切

平

婚

、

居

依

切

去
志
、
居

吏

切

平
脂
、
居

夷

切

去
用
、
居

入
沃
、
古

沃

切

容

切

平

鍾

，

九

容

切

入

崖

、

古

緑

切

去
送
、
古

平
東
、
古

紅

切

送

切

平

東

、

古

紅

切

ー ー 4
 
8
 
ー 4
 
3
 
8
 
3
 
3
 
ー 8
 
3
 
ー ー ー ー

k
u
o
 

k
o
 

k
a
'
J
 

c
h
i
e
n
 

chi1l 

k
e
n
 

c
h
i
 

chii 

c
h
i
 

c
h
i
 

c
h
i
 

k
a
o
 

k
u
n
g
 

k
u
n
g
 

k
u
 

k
g
g
 

k
u
n
g
 

k
u
n
g
 

二
0



加 12 34 24 24 21 11 20 40 38 18 38 19 24 23 29 29 28 

k
a
'
 

,
 k
a
 

k
i
m
 

k
(
i
)
m
?
 

g
(
i
)
m
?
 

I
 

k
e
n
 

・
 k
e
u
b
 

I
 

k
e
b
 

l
n
u
(
n
)
 

皐

k
u
•
u

間冠
（
官
）

k
w
a
n

k
w
a
n
 

k
w
e
g
 

I
 

g
a
 

駕 倶 琥 観 劫 給 鵜 禽 謹 巻 肩 稼 嘉 過

k
y
e
n
 

k
e
b
 

k
v
a
 

k
u
 

k
e
n
 

g
a
b
,
k
a
b
 

k
v
o
n
 

k
y
e
n
 

去

鴎

、

古

窮

切

平
虞
、
皐
~
朱
切

入

陪

畜

郭

捜

切

平

桓

、

古

丸

切

平

桓

、

古

丸

切

平

山

、

古

閑

切

上

語

、

居

許

切

平
文
、
摯

云

切

入

業

、

去

劫

切

入

綿

、

居

立

切

平

魂

、

古

渾

切

平

侵

．

巨

今

切

上

膠

．

居
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す
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す
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、
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す
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ら
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＿
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＿
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然
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ぬ
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九

千
字
文
に
於
て
は
す
べ
て
消
―
平
日
に
讀
ま
れ
、
他
の
二
種
に
於
て
は
濁
平
日
に
讀
ま
れ
て
居
る
。
此
類
の
も
の
は
雨
様
の
音

に
地
方
に
よ

b
て
異
b
て
痰
言
せ
ら
れ
た
も
の
か
、
或
は
昔
繹
を
加
へ
た
人
の
個
人
的
差
異
に
よ
る
も
の
か
、
そ
の
理

以
上
は
頭
昔
に
つ
い
て
の
比
較
で
あ
る
が
、
大
謄
に
於
て
よ
く
韻
鏡
ご
一
致
せ
る
を
見
る
J

た
ゞ
舌
昔
ご
鎚
昔
こ
の
間
、

又
蹴
音
喉
昔
の
各
字
栂
間
に
於
て
差
異
あ
る
こ
と
は
、
前
表
に
於
て
認
め
ら
る
>
通
b
で
あ
る
。
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